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６
月
21
日
、
第
２
回
お

し
ど
り
学
園
を
開
き
ま
し

た
。

 　

今
回
の
一
般
教
養
講

座
は
、「
み
ん
な
で
歌
お

う
」
と
題
し
、
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
ア
ザ
レ
ア
の
鳥

居
敏
子
さ
ん
の
歌
唱
指

導
、
西
村
由
利
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
歌
を
歌

い
ま
し
た
。

 　

こ
の
講
座

は
、
お
し
ど
り

学
園
の
人
気
講

座
で
、
定
期
的

に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、

季
節
の
童
謡
・

唱
歌
「
夏
は
来

ぬ
」「
雨
ふ
り
お

月
」「
み
か
ん
の

花
咲
く
丘
」
を
、

最
初
か
ら
力
強
い
発
声
で

歌
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
歌
で
遊
び
ま
し
ょ
う

と
、「
ほ
た
る
」
や
「
か

た
つ
む
り
」「
し
ょ
う
じ
ょ

う
寺
の
た
ぬ
き
ば
や
し
」

な
ど
、
交
互
唱
で
楽
し
く

声
を
そ
ろ
え
て
歌
い
ま
し

た
。

　
「
肩
た
た
き
」
や
水
戸

黄
門
の
主
題
歌
「
あ
あ
人

生
に
涙
あ
り
」
で
は
、
歌

詞
に
合
わ
せ
て
肩
を
た
た

い
た
り
し
て
動
作
を
付

け
、
身
体
を
動
か
し
な
が

ら
歌
う
と
自
然
に
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
鳥
居
さ
ん
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
て

懐
か
し
い
歌
「
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
」「
四
季
の
歌
」
を

歌
い
、
昭
和
歌
謡
の
「
青

い
山
脈
」「
星
影
の
ワ
ル

ツ
」「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
な
ど
を
歌
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
家
で
ひ
と

り
で
は
歌
う
機
会
が
な
い

歌
を
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て

歌
い
、
い
き
い
き
と
し
た

笑
顔
で
元
気
が
出
た
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

日
時　
8
月
23
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分　
／　
場
所　
町
公
民
館　
講
堂

講
演　
演
題　
「
あ
な
た
は
日
野
町
無
形
文
化
財
保
持
者
で
す
」

　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
推
進
員　
杉
本
準
一
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
‐
０
２
１
２
）

▲「タントントン」と肩をたたいて
歌い会場が一体に

▲木道の上から観察

▼
第
2
回
お
し
ど
り
学
園

い
き
い
き
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
に
包
ま
れ
て

　

6
月
22
日
、「
２
０
２
４
自
然
観
察
会　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト

ン
ボ
を
探
し
に
行
こ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
池
田
兆
一
さ
ん
、
干
村
隆
司
さ
ん
、
佐
藤
幹
太

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
保
全
や
生
態

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
小
さ
な

ト
ン
ボ
王
国
」
に
で
か
け
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
ハ
ラ
ビ

ロ
ト
ン
ボ
、
キ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
の
ト
ン
ボ
の
仲
間
や
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
、
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
生
物
を
観
察
。
生
物
を
発
見
す
る
た
び
に
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
希
少
生
物

が
生
息
す
る
日
野
町
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
と

感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
希
少
な
生
命
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

参加者は木道
の上や草むらの
中に入り、生き
物を観察！

▲成熟間近の▲成熟間近の
ハッチョウトンボ♂ハッチョウトンボ♂

～
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
た
ち
の
生
息
地
を
守
ろ
う
～

２
０
２
４
自
然
観
察
会

ー
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
探
し
に
行
こ
う
！
ー
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地域の子どもは地域で見守り育てよう
～「夏休みの生活について」日野町青少年育成会からのお願い～

　いよいよ、子どもたちが待ちに待った楽しい夏休みが始まります。長期にわたる休みは心が緩みやすく、問
題行動や交通事故、水難事故などが起こりやすい時期でもあります。
　子どもたちを安全に健やかに育てるため、地域の皆さんの方からあいさつをしたり、手本になる行動を示し
たりして、どの子も我が子と同じように接し、地域で見守り育てましょう！

■『凡事徹底』
　「あいさつをする」「返事をする」「履き物をそろえる」…どこでも当たり前のことを徹底しましょう。
■『家庭で育む〝生きる力〟』
　家族のきずなを深めましょう…温かい言葉で心が元気！
　早寝・早起き・朝ごはん…規則正しい生活で体が元気！
■『いつでも、どこでも地域の子どもに目を』
　・「褒める」と「叱る」を上手に使いましょう
　・地域の子どもは地域で育てましょう
　・ルール違反に見て見ぬ振りをせず、迷わず注意をしてください

■町内の学校の夏休み期間
　日野学園　7月 20日（土）～ 8月 26日（月）　／　日野高校　7月 23日（火）～ 8月 21日（水）
■毎月第 3 日曜日は「家庭の日」 　温かい雰囲気の中で、家族の対話を図りましょう。

　
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
公
民
館

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
公
民
館
ま
つ
り
（
展
示
、
販
売
、
講
座
・
教
室
等
部
門
）

に
参
加
い
た
だ
け
る
団
体
・
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
24
回
公
民
館
ま
つ
り

「
家
庭
の
日
」
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

～
家
族
の
思
い
出
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
～

　
日
野
町
青
少
年
育
成
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
家
庭
の
日
」
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈 

テ 

ー 

マ 

〉「
家
族
」

〈
募
集
作
品
〉　
絵
画
・
作
文
・
写
真

〈
部
　
　
門
〉　
各
作
品
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
▼
前
期
課
程
下
学
年
等
の
部
（
１
～
３
年
）

　
　
　
　
　
　
▼
前
期
課
程
上
学
年
等
の
部
（
４
～
６
年
）

　
　
　
　
　
　
▼
後
期
課
程
等
の
部

　
　
　
　
　
　
▼
幼
児
の
部
　
▼
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）

〈
応
募
期
間
〉　
8
月
21
日
（
水
）
～
9
月
9
日
（
月
）

〈 

応 

募 

先 

〉　
①
学
校
単
位
で
応
募
す
る
場
合
…
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
②
個
人
で
応
募
す
る
場
合
…
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
町
公
民
館
へ

　
　
　
　
　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉　
町
青
少
年
育
成
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）
電
話
７
２
‐
２
１
０
７

日
　
時
／
11
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
　
所
／
町
公
民
館
　
参
　
加
／
無
料
　
申
込
期
限
／
8
月
2
日
（
金
）

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
／
町
公
民
館
（
電
話
７
４
‐
０
２
１
２
）

―
参
加
団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
―

「
来
て
、
見
て
、
ふ
れ
て
」
み
ん
な
笑
顔
で
生
涯
学
習


